
吉賀町の人口・世帯数
（平成 29 年 1 月 1 日現在）
 人　口　6,398 人　（　0）
 　男　　3,015 人　（+ 2）
 　女　　3,383 人　（- 2）
 世帯数　3,171 世帯 (- 3）

（　）内は前月との比較　

よしか広報

２０１７年（平成２９年）
２月号・№１３６平成 29 年

吉賀町消防出初式

寒空の中、一斉放水開始（関連 17 頁）
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民生委員・児童委員が代わりました

　昨年１２月１日をもって、民生委員・児童委員が改選されました。

　民生委員・児童委員は、地域担当制で４０人にお願いしています。それぞれの地域で、・生活上の問題・家

庭の問題・高齢者福祉・児童の健全育成等の相談や、関係機関へのパイプ役等の活動をしています。

　平成３１年１１月３０日までの委員は下表のとおりです。

　民生委員・児童委員についてのお問い合わせは吉賀町役場保健福祉課までお願いします。

吉賀町役場保健福祉課　☎　７７－１１６５

問い合わせ先

担当地区 氏　　名 担当地区 氏　　名

夜打原～柳原～第１ 谷口　壽一 久保田・本町・八王子 田中　均

坂本～旭・栗木 桑原　道子 横町・新町・沢田住宅 手島　秀知

伊豆原～折橋 三井　妙子 沢田 植木　由美子

平野～土場 齋藤　文江 広石 尾﨑　明美

椛谷～黒渕 齋藤　政喜 立戸 木村　清子

白谷上～杉山 齋藤　惠子 注連川東・注連川住宅 村本　智

井出原～大井谷 三浦　清美 注連川西 森脇　伴文

原手下～下が原下 石井　泉 朝倉 永見　朋子

向津～殿明 柿永　通子 河山・中村・棗 齋藤　美代子

月瀬・落合～下木部上 田中　幸枝 捨河内・出合・本郷 三好　かおる

中村下～上木部 小田　恵美子 七日市上・中・県営住宅 長藤　武雄

河津・金山谷 鶴永　薫 七日市下 齋藤　美千代

初見・新田・星坂 山本　秀子 横立・大橋・皆富・伊勢原 齋藤　文人

田野原・樋口 水上　綾子 抜月 藤井　和子

蔵木 三河　保子 真田 田中　幸子

九郎原 右田　巧 下高尻 福井　繁雄

有飯 高橋　ヒロコ 上高尻 本廣　明美

幸地・立河内 小森　イシ代 主任児童委員 河野　良子

溝上・住宅・新宮町 岩上　武史 主任児童委員 坂田　浩明

朝日町・栄町 梅木　愛子 主任児童委員 川渕　純子

まちづくり計画評価委員会が意見具申書を提出　｢後期評価 ｣が終了

　１２月１４日（水）、まちづくり計画評価委員会（以下、評価委員会。）代表能美勝臣会長より、町長に対し

て「委員会評価・意見具申書 ｣が提出されました。委員会評価と意見具申書は、町民１４人による評価委員会

で５回にわたる論議を経て作成されたものです。

　｢ 後期評価 ｣ とは、平成１９年度に策定された ｢ 吉賀町まち

づくり計画 ｣の後期（平成２４年度から平成２８年度の５年間）

の取り組み状況を、３つの視点（町民、行政、評価委員会）で

評価したものとなります。

　具体的には、町民アンケートによるニーズの変化の把握と、

町の政策評価、それらを踏まえた評価委員会による ｢後期評価・

意見具申 ｣で構成されています。

　今後は、この意見具申を基に、｢ 第２次吉賀町まちづくり計

画 ｣（平成２９年度から平成３４年度の１０年計画）の策定を

行うこととなります。

（敬称略）



3　　広報よしか　2017 年 2 月号　№ 136

お知らせ

元柿木村議会議長　齋藤德雄さんに叙勲の栄

　旧柿木村議会議員を４期１５年間、議長を１期２年間の長きに亘っ

て村政に貢献された柿木村白谷の齋
さいとう

藤德
のりお

雄さん（満８８歳）に、旭日

単光章が授与されることになり、１２月２１日に中谷町長から勲記と

勲章が伝達されました。

　齋藤さんから「本日はありがとうございました。これからも、身体

に気を付けて精進してまいります。」との返礼の言葉がありました。

　齋藤德雄さんは、昭和６１年８月に旧柿木村議会議員に初当選され、

以後１５年間を柿木村議会議員として務められました。特に、柿木村

議会議長、建設経済委員長、監査委員を歴任され、議会の円滑な運営

に尽力されるなど長年に亘る議会議員活動の功績が叙勲の栄誉として

認められたものです。

～人権週間（12 月 4 ～ 10 日）の取り組み～　人権擁護委員街頭啓発

　１２月２日、人権擁護委員が町内の学校や団体、企業等を訪問して啓発物品を配布するとともに、人権に

ついてそれぞれの立場で取り組んでいただくようお願いをしました。また、広報車で町内を巡回し、地域住

民の皆さんにＰＲを行いました。

　法務大臣から委嘱された民間の人たちです。地域の皆さんから人権相談を受け、問題解決のお手伝いを

したり、人権侵害の被害者を救済したり、地域の皆さんに人権について関心を持ってもらえるような啓発

活動を行っています。吉賀町では４名の委員さんが活躍されています。

・・・人権擁護委員とは？・・・

島根県農業協同組合六日市支店ヨシワ工業

吉賀町社会福祉協議会 柿木小学校
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益田税務署からのお知らせ

申告会場は２月１６日（木）から開設します！

詳しい情報は国税庁ホームページへ 国税庁 で 検　索

申告と納税は期限内に！

所得税及び復興特別所得税・贈与税の申告・納税は

３月１５日（水）まで

個人事業者の消費税及び地方消費税の申告・納税は

３月３１日（金）まで

便利で確実な振替納税をご利用ください

【所得税及び復興特別所得税】

４月２０日（木）

【振替日】

【消費税及び地方消費税】

４月２５日（火）

確定
申告

申告書の作成は国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」が便利！」

「確定申告書等作成コーナー」のメリット 申告書作成から提出までの流れ

確定
申告

確定
申告

①税務署に出向く必要なし！

作成した申告書等はe‐Tax等を利用して提出できます。

また、印刷して郵送等により提出することもできます。

②いつでも利用可能！

確定申告期間中は、24時間いつでもご利用できます。

③自動で税額を計算！

収入金額や控除金額などを入力することで、税額を

自動で計算できます。

④プリントサービスにも対応！

コンビニエンスストア等のプリントサービスを利用

して、申告書を印刷することができます。

e-Tax 送信
事前準備が必要です。

書面提出

作成コーナーへアクセス
ご自宅のパソコンから「作成コーナー」で検索

申告書を作成
画面の案内に従って、金額等を入力し申告書等を作成

申告書にはマイナンバーの記載と本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。

ただし、e-Tax で送信すれば本人確認書類の提示等は不要です。

申告者ご本人や扶養親族の方などマイナンバーを記載

本人確認書類

マイナンバーカード【例１】

通知カード【例２】 ＋ 運転免許証など

※申告書に添付が必要な本人確認書類（写し）は、申告者ご本人分のみです。

※写しを添付しない場合は、税務署の窓口で「本人確認書類（原本）」を提示してください。

本人確認書類の写しは、「添付書類台

紙」に貼付してください。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
は
、
両
面
の
写
し
が
必
要
で
す
。

※税務署へ来署される皆様へ

　税務署の駐車場は駐車スペースが少なく、申告期間中は混雑が予想されますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

問い合わせ先　益田税務署 ☎(０８５６)２２－０４４４



5　　広報よしか　2017 年 2 月号　№ 136

お知らせ

島根県消費者センター情報

①彼らの目的は…

「いわれのないお金を巻き上げること」「個人情報を収集して次の悪質商法に活かすこと」

覚えのない請求は相手に連絡を取らないのが鉄則です！

②彼らの言うことは全部うそ。「料金未納」「法的措置」などと消費者を慌てさせ、あの手この

手でお金を払わせる詐欺です。

消費者のみなさんへアドバイス

　ＤＭＭ、ヤフー、Ｕ－ＮＥＸＴなど動画配信サービスを行う大手企業の名をかたる架空請求が全国的に

発生しています。島根県消費者センターへの消費生活相談では、特にＤＭＭを名乗る架空請求が秋から多

発している状況です。

大手動画配信会社の名をかたる架空請求詐欺
　　　　　　　　　　島根県内でも相談が続いています！

ダイヤル１８８番へ！（消費者庁　消費者ホットライン）
※音声ガイダンスに従って郵便番号を押すと吉賀町の場合、益田市にある

「島根県消費者センター石見地区相談室」につながります。

役場税務住民課（☎ 77-1113）にも消費者相談窓口を設けています。
ちょっとしたことでも、お気軽にご相談ください。

日本脳炎予防接種を受けましょう！

　島根県内において、昨年１０月から１１月にかけて２件の日本脳炎患者の発生報告が医療機関からあった

と県から各市町村に情報提供がありました。平成１９年以来９年ぶりの発生とのことです。まだまだ油断が

できない感染症です。

　対象となる３歳以上の子どもさんには予防接種の勧奨通知を出しておりますが、まだ必要な回数の日本脳

炎の予防接種を受けていない方は速やかに接種を済ませておくことをお勧めします。

　なお問診票が紛失した等で接種がまだの方は吉賀町役場保健福祉課までご連絡ください。

吉賀町役場保健福祉課　☎　７７－１１６５

問い合わせ先

●島根県消費者センターに寄せられた相談事例
事例１

　ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）で「有料動画の視聴料金が未納、連絡がなければ法的措置を執

る」との連絡があった。驚いて相手に連絡したところ、支払のためコンビニで電子マネーを購入するよう

指示され、その番号を相手に教えた。

事例２

　請求内容に覚えがないと伝えると「簡易裁判所で手続するので、１２万５千円を一旦払うように。手続

が終われば手数料を差し引いて１１万３千円は返金する」と言われた。

悪質業者は心理操作技術のプロ、自分で相手をしようと

思わず、まずは消費生活相談窓口や警察に相談して欲し

いゾウ！
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一般会計決算の歳入・歳出
（単位：万円）

※その他依存財源…地方譲与税、地方消費税公金等

※その他自主財源…分担金、負担金、使用料、手数料、

　　　　　　　　　財産収入等

※その他…貸付金、維持補修費等

収支状況

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差 引 額

興 学 資 金 基 金 3,374 万円 3,374 万円 0万円

国 民 健 康 保 険 事 業 9億 6,361 万円 9億 6,338 万円 23 万円

後期高齢者医療保険事業 9,079 万円 9,208 万円 ▲ 129 万円

介 護 保 険 事 業 10 億 2,735 万円 10 億 2,645 万円 90 万円

小 水 力 発 電 事 業 1億 1,421 万円 1億 1,372 万円 49 万円

簡 易 水 道 事 業 4億 3,890 万円 4億 2,358 万円 1,532 万円

下 水 道 事 業 3億 6,634 万円 3億 6,539 万円 95 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 7,352 万円 6,987 万円 365 万円

歳入決算額 歳出決算額 差引額 翌年度へ繰越すべき財源 実質収支 単年度収支

74億 4,457 万円 71億 5,739 万円 2億 8,717 万円 1億 617 万円 1億 8,101 万円 ▲ 5,868 万円

一般会計決算額の推移

平成２７年度　一般会計決算報告

平成２７年度　特別会計決算報告

65.2
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歳入 歳出

地方交付税

346,096

46.5%

町債

136,820

18.4%

国県支出金

100,562

13.5%

その他自主財

源

47,601

6.4%

町税

53,875

7.2%

繰越金

40,008

5.4%

その他依存財源

19,495

2.6%

歳入

７，４４５
百万円

補助費等

118,340

16.5%

公債費

87,615

12.2%

人件費

93,109

13.0%

普通建設事業

167,895

23.5%

繰出金

72,024

10.1%

扶助費

74,730

10.4%

物件費

77,520

10.8%

積立金

11,365

1.6%

その他

13,141

1.8%

歳出

７，１５７
百万円
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基金 ( 貯金 ) と町債 ( 借金 ) の現在高を

町民１人当たりに換算してみると ･･･

●１人当たりの基金 ( 貯金 ) 残高

                         58 万 5,046 円

●１人当たりの町債 ( 借金 ) 残高

                        177 万 7,391 円

※ H28.3.31 現在の住民基本台帳登録

　人口 6,419 人から算出

基 金 名 平成 27 年度末

財 政 調 整 基 金 12 億 6,499 万円

減 債 基 金 5億　903 万円

ふ る さ と 創 生 基 金 2億 6,838 万円

ふるさと水と土保全対策基金 111 万円

ま ち づ く り 基 金 10 億 8,111 万円

地 域 福 祉 基 金 2億 8,572 万円

人 材 育 成 基 金 5,043 万円

ふるさと

応援基金

子どもとおとしより 338 万円

資 源 と 環 境 222 万円

文 化 500 万円

土 地 開 発 基 金 1億 1,428 万円

興 学 資 金 基 金 4,736 万円

小水力発電事業基金 0万円

特別会計
国民健康保険事業基金 4,808 万円

介護給付費準備基金 7,432 万円

合　　計 37 億 5,541 万円

事 業 債 名 平成 27 年度末

一 般 会 計 事 業 債 71 億 6,459 万円

うち過疎事業債 26 億 7,100 万円

簡 易 水 道 事 業 債 16 億　297 万円

下 水 道 事 業 債 21 億 3,677 万円

農業集落排水事業債 5億　474 万円

合　　計 114 億　907 万円

平成２７年度に実施した主な事業

基金（貯金）の状況 町債（借金）の状況

吉賀町 10 周年記念事業 むいかいち温泉ゆららバス購入

「彫刻の道」整備事業 真田グラウンド【よしかみらい】整備事業
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●普通会計 ( 一般会計及び興学資金基金特別会計 )

●特別会計

●基金（貯金） ●町債（借金）

●一時借入金

※歳入その他は、分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入等です。

※歳出その他は、議会費、労働費、商工費、災害復旧費等です。

※前年度予算からの繰越分 2億 5,165 万円を含む額です。

普通会計、特別会計とも借入金はありません。

※表示未満について四捨五入していますので、合計額が一致しない場合があります。

★ポイント２

　町債は平成２７年度末より

　4 億 5,384 万円減っています。

★ポイント３　

  平成２８年９月末における町民

●１人当たりの貯金残高　58 万 6,354 円

●１人当たりの借金残高 170 万 8,285 円

　※平成 2 ８年 9 月末現在の住民基本台帳

　　登録人口　6,413 人から算出

★ポイント１

基金は平成 2 ７年度末より

488 万円増えています。

　歳入

区分 予算現額 収入済額 執行率

地方交付税 32 億 3,972 万円 22 億 2,262 万円 68.6%

町債 12 億 3,009 万円 0万円 0.0%

国庫支出金 6億 2,585 万円 1 億　894 万円 17.4%

町税 5億 2,803 万円 3億 5,595 万円 67.4%

県支出金 3億 8,504 万円 6,981 万円 18.1%

繰入金 2億 7,703 万円 0万円 0.0%

地方譲与税等 1億 9,125 万円 8,241 万円 43.1%

繰越金 1億 8,937 万円 1億 8,101 万円 95.6%

その他 3億 6,033 万円 1億 6,638 万円 46.2%

合計 70 億 2,671 万円 31 億 8,712 万円 45.4%

　歳出

区分 予算現額 支出済額 執行率

民生費 16 億 6,121 万円 5億 8,383 万円 35.1%

総務費 10 億 2,738 万円 3億 1,585 万円 30.7%

教育費 9億 9,856 万円 3億 7,468 万円 37.5%

土木費 8億 7,281 万円 1億 1,669 万円 13.4%

衛生費 7億 4,328 万円 3億 7,418 万円 50.3%

公債費 7億 2,089 万円 3億 6,152 万円 50.1%

農林水産業費 4 億 2,075 万円 1億 1,844 万円 28.1%

消防費 2億 8,121 万円 1億 4,545 万円 51.7%

その他 3億　　62 万円 1億 1,536 万円 38.4%

合計 70 億 2,671 万円 25 億　600 万円 35.7%

　歳入

会計名 予算現額 収入済額 執行率

興学資金基金 1,386 万円 264 万円 19.0%

国民健康保険事業 9億 5,534 万円 3億 2,649 万円 34.2%

後期高齢者医療保険事業 9,540 万円 2,132 万円 22.3%

介護保険事業 10 億 6,553 万円 4 億　112 万円 37.6%

小水力発電事業 6,101 万円 2,658 万円 43.6%

簡易水道事業 3億 7,013 万円 5,037 万円 13.6%

下水道事業 2億 4,292 万円 2,239 万円 9.2%

農業集落排水事業 6,157 万円 535 万円 8.7%

合計 28 億 6,576 万円 8億 5,626 万円 29.9%

　歳出

予算現額 支出済額 執行率

1,386 万円 417 万円 30.1%

9 億 5,534 万円 4億 2,378 万円 44.4%

9,540 万円 2,374 万円 24.9%

10 億 6,553 万円 4億 3,515 万円 40.8%

6,101 万円 461 万円 7.6%

3 億 7,013 万円 1億　　26 万円 27.1%

2 億 4,292 万円 8,153 万円 33.6%

6,157 万円 2,611 万円 42.4%

28 億 6,576 万円 10 億 9,935 万円 38.4%

事業債名 ９月末現在高

一般会計事業債 68 億 2,773 万円

　うち過疎債 25 億 7,589 万円

簡易水道事業債 15 億 5,996 万円

下 水 道 事 業 債 20 億 7,914 万円

農業集落排水事業債 4億 8,840 万円

合計 109 億 5,523 万円

基金名 ９月末現在高

財政調整基金 12 億 6,561 万円

減債基金 5 億　906 万円

ふるさと創生基金 2億 6,849 万円

ふるさと水と土保全対策基金 111 万円

まちづくり基金 10 億 8,509 万円

地域福祉基金 2億 8,579 万円

人材育成基金 5,045 万円

ふるさと
応援基金

子どもとおとしより 338 万円

資源と環境 222 万円

文化 500 万円

土地開発基金 1億 1,430 万円

特別会計

興学資金 4,736 万円

小水力発電事業基金 0万円

国民健康保険事業基金 4,809 万円

介護給付費準備基金 7,434 万円

合計 37 億 6,029 万円

平成２８年度上半期　財政状況報告（４～９月）
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平成２８年度コミュニティ助成（宝くじ）事業　防災資機材整備

　平成２８年度コミュニティ助成（宝くじ）事業により、立河内地区の自主防災組織が防災資機材を整備しま

した。

　この事業は、一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの普及広報を行う

とともに、コミュニティの健全な発展を図ることを目的に宝くじの受託事業収入を財源として実施しているも

のです。購入した助成事業物品などにはそれぞれ助成事業であることを示すキャラクター『クーちゃん』が表

示されています。

　立河内自治会自主防災組織は、昨年度結成された自

主防災組織です。加入世帯は９７世帯で、地域の防災

力を向上させる事を目的に、防災訓練の実施、防災意

識向上のための啓発活動を今後も実施していく事とし

ています。この度、コミュニティ助成事業により整備

された防災資機材は次のとおりです。

　炊き出し用かまど…一式

　救助用毛布２０枚

　照明器具…２台

　コードリール…１台

　発電機…１台

　テント…１張り

　敷マット…１枚

　ストーブ…１台

　防災倉庫…１棟

　総額約２００万円となっています。

鳥獣被害でお困りではありませんか？

 お住いの地域には様々な鳥獣が出没し、大切に育てた食べごろの野菜や稲が被害にあ

い、くやしい思いをしていませんか。対策として、捕獲檻を設置してもなかなか捕獲は

出来ず、被害がとまらないのが実情です。

　捕獲も有効な対策ですが、重要なことは相手のことを知り適切な予防策を講じること

です。鳥獣被害はさまざまなこころみで未然に防ぐことが出来ます。

　集落を日々の鳥獣被害から守れるのはお住いになられている皆さんです。鳥獣対策は、

鳥獣の生態を知ること、集落の現状を知ることから始めます。鳥獣被害の軽減し、不安

を解消できるように地域の皆さんと取り組みます。鳥獣被害でお困りでしたら、ぜひご

相談ください。

　さる、12 月４日幸地集会所で鳥獣対策研修会を行いました。平成 28 年度より

鳥獣に強い地域づくりのモデル推進地区として、幸地地区をはじめその他 3集落

でさまざまな対策を行っていくものです。

集落ぐるみの鳥獣対策研修会を開催

吉賀町役場産業課鳥獣対策担当　☎７９－２２１３

問い合わせ先

　先日、幸地地区集会所で鳥獣対策の基本的なお話をさせていただ

きました。皆様お忙しい中集まっていただき、とても熱心に聞いて

いただきました。

　今後は集落の現状を教えていただくために、地域の皆さんと共に

地域を歩き、現状の鳥獣の出没状況や問題点などを教えてもらう予

定です。

お知らせ
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お知らせ

萩・石見空港利用助成制度のお知らせ

　去る１２月１６日に柿木村福川自治会館でＩＵ会忘年会開催されました。

　ＩＵ会は年２回、ＵＩターン者の中で、柿木村地区に農地を持っている・探している人、農業に

携わっている人、産業体験を受けた人や農産物を扱う人に声掛けをして、地域の農業委員と産業体

験受入農家を中心に行う交流会です。

　今回は企画課移住相談窓口を通じて Iターンされた方々も参加され、活気あふれる集いとなりま

した。

　ＩＵ会忘年会の食事は食生活改善推進協議会の方々にご用意いただき、しし肉の煮物や押し寿司、

大根なますをはじめとする郷土料理を頂きました。また、ＵＩターン者への農地や農法に関するア

ンケートも行い、地区の農地の活用に向けた検討材料にしていました。

　ＵＩターン者や地元の方と様々な交流を行い、お互いの考えや立場を理解し合う場を持つことは

定住対策コーナー　「ＩＵ会忘年会　～ＵＩターン者の交流～」

地域の活気を育むため

に重要であると考えま

す。それを率先して行わ

れている会にて、参加者

の方々の思いを聴ける大

変貴重な機会となりまし

た。
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サクラマス 吉賀高校支援

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

12
月
20
日
に
、
サ
ク
ラ
マ
ス
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
町
外
・
県
外
生
徒
と
の
２
回
目
の

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
鍋
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
ま
し
た
。
一
緒
に
料
理
を
し
た
り
、

鍋
を
囲
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
高
校
生
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
初
顔
合
せ
の
７
月
に
は
、

お
互
い
に
緊
張
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
は
、
笑
顔
と
会
話
が
あ
ふ
れ
る
会
に
な

り
、
心
も
体
も
あ
っ
た
か
く
な
る
会
に
な

り
ま
し
た
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
サ
ク
ラ
マ

ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
活
動
は
、
県
外
・
町
外

生
徒
の
吉
賀
町
の
親
代
わ
り
に
な
っ
て
い

た
だ
く
活
動
で
す
。
卒
業
ま
で
の
３
年
間
、

同
じ
生
徒
と
交
流
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

交
流
す
る
生
徒
と
の
親
睦
を
深
め
る
だ
け

で
な
く
、
吉
賀
高
校
や
吉
賀
町
の
よ
さ
も

再
発
見
で
き
る
活
動
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
に
、
県
外･

町
外
生
徒
と

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
が
全
員
で
集
ま
る

会
も
年
に
数
回
行
っ
て
い
ま
す
が
、
基
本

サ
ク
ラ
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の鍋

パ
ー
テ
ィ
ー

的
に
は
、
個
人
的
に
連
絡
を
取
り
合
い
、

地
域
の
祭
り
に
参
加
し
た
り
、
夕
食
を
一

緒
に
食
べ
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
な
の
で
、

交
流
の
仕
方
や
回
数
な
ど
、
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、
遠
く
か
ら
来
ら
れ
た
生
徒
が
、

こ
の
町
で
３
年
間
過
ご
し
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
に
、
今
後
も
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

吉
賀
高
校
で
は
、
来
年
度
も
町
外
・
県

外
生
徒
の
受
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
支
援
室
で
は
、
新
し
く
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
詳
し

く
は
、
ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）
興

味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

4 種類の鍋料理をみんな
でつくりました

　
　
　

派
遣
社
会
教
育
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
内　

直
也

『楽
し
く
・
互
い
に
・
体
験
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「親
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

～
つ
な
が
り
と
子
育
て
へ
の
気
づ
き
を
～
』

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

～
「
ふ
る
さ
と
で
の
学
び
や
体
験
を
も
と
に
、

い
つ
の
日
か
ふ
る
さ
と
吉
賀
町
の
将
来
を
支
え

る
人
材
（
人
財
）
の
育
成
」
を
め
ざ
し
て
～

　

吉
賀
町
の
教
育
の
核
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
子

ど
も
は
親
子
の
情
緒
的
な
絆
を
も
と
に
交

友
関
係
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
家
庭
は
サ

ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
豊
か
な
人

と
の
関
わ
り
」
の
出
発
点
と
も
言
え
る
と

て
も
大
切
な
場
所
で
す
。
今
回
は
保
育
所

や
学
校
な
ど
で
保
護
者
の
方
を
対
象
に

行
っ
て
い
る
親
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

「
メ
デ
ィ
ア
を
完
全
に
切
り
離
す
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
上
手
に
付
き
合
え
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

吉
賀
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
委
員
会
主

催
で
「
吉
賀
町
の
子
ど
も
に
示
し
た
い
大

人
の
ふ
る
ま
い
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

大
人
と
し
て
・
親
と
し
て
の
社
会
的
な
役

割
へ
の
気
づ
き
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

「
子
育
て
っ
て
自
分
を
振
り
返
る
こ
と
な

ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
自
身
が

楽
し
く
充
実
し
て
前
向
き
に
生
き
て
い
け

ば
、
そ
れ
を
子
ど
も
が
見
て
い
て
真
似
し

て
い
く
と
思
う
の
で
、
ま
ず
自
分
を
大
切

に
き
ち
ん
と
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
楽
し
く
・
互
い
に
・
体
験
的
に
・

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
行
っ
て
い
る
親
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
町
内
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
方
の
進
行
に
よ
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

修
や
就
学
時
健
診
、
乳
幼
児
健
診
な
ど
で

も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
同
士
が

つ
な
が
り
な
が
ら
子
育
て
に
つ
い
て
気
づ

き
を
話
し
合
い
、
よ
り
よ
い
子
育
て
に
つ

な
が
れ
ば
と
考
え
、
取
り
組
み
を
広
げ
て

い
ま
す
！

12 月 3 日　吉賀高校にて

10 月 22 日　双葉保育所にて

ファミリーの方がギ
ターを演奏してくださ
いました

＊
親
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
参
加
者
同
士

が
交
流
し
な
が
ら
と
も
に
活
動
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
親
と
し
て
の
役
割
や
子
ど
も

と
の
関
わ
り
方
の
気
づ
き
を
促
す
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

双
葉
保
育
所
保
護
者
会
主
催
で
「
こ
ん

な
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
を
テ
ー
マ

に
、
子
ど
も
へ
の
願
い
を
互
い
に
話
し
合

い
、
そ
の
後
、
ふ
る
ま
い
推
進
委
員
の
宗

内
さ
ん
か
ら
「
子
ど
も
を
と
り
ま
く
環
境

～
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
～
」
に
つ
い
て
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
「
み
な
さ
ん
の
子
育
て

に
対
す
る
思
い
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
。
」
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今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

お
年
玉
の
語
源
は
？

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
お
揃
い
で
楽
し
く
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
お
正
月
と
言
え
ば
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
の
は
「
お
年
玉
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

そ
こ
で
お
年
玉
の
語
源
は
？
現
在
の
よ
う
に
お

金
を
袋
に
入
れ
る
前
の
お
年
玉
は
、
「
鏡
も
ち
の
カ

ケ
ラ
」
で
し
た
。
そ
の
昔
、
鏡
は
魂
を
映
す
と
い

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
形
を
か
た
ど
っ
た
餅
が
鏡
も

ち
。
そ
し
て
年
神
様
に
奉
納
さ
れ
る
鏡
も
ち
は
神

様
の
魂
を
映
し
た
特
別
な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し

発
達
障
害
の
僕
が
輝
け
る
場
所
を
み
つ
け
ら
れ
た
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
原
類　
　
　
　

角
川
文
庫

陸
王　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
井
戸
潤　
　
　

集
英
社

日
本
核
武
装　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
嶋
哲
夫　
　
　

幻
冬
舎

恋
の
ゴ
ン
ド
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾　

実
業
の
日
本
車
文
庫

マ
チ
ネ
の
終
わ
り
に　
　
　
　
　
　
　

平
野
啓
一
郎　
　

毎
日
新
聞

ま
く
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
加
奈
子　
　
　

福
音
館
書
店

挫
折
を
経
て
猫
は
丸
く
な
っ
た　
　
　

天
久
聖
一　
　
　

新
潮
社　

特
定
の
人
と
し
か
う
ま
く
付
き
合
え
な
い
の
は
結
局
あ
な
た
の
心
が
冷
め
て
い
る
か
ら
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
百
田
達
成
・
堀
田
秀
吾　

新
潮
社

野
菜
と
果
物
の
パ
ワ
ー
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
ス
で
き
れ
い
に
な
る
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
沢
陽
夫　
　
　

祥
伝
社

え
ん
と
つ
の
町
の
プ
ペ
ル　
　
　
　

に
し
の
あ
き
ひ
ろ　

幻
冬
舎

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１７：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

図書館だより

吉賀町立図書館

 [ ２月のみたい号巡回日 ]

七光・朝倉・双葉保育所　　　　　　　　２３日

柿木・木部谷保育所・六日市保育所　　　２４日

柿木小学校　　７・２１日　柿木中学校　２１日

蔵木小学校　　１・１５日　蔵木中学校　１５日

七日市小学校　２・１６日　吉賀中学校　１６日

朝倉小学校　　３・１４日　六日市小学校１０日

＊都合により日程変更の場合があります。

[図書館の休館日 ]

＊毎月曜日と祝日は休館日です。

＊奇数月の最後の水曜日は、図書整理休館日です。

[図書返却について ]

柿木、七日市、朝倉、蔵木の公民館。

開館時間　９：００～１７：００　

電話　７７－１８５０

島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

　　《図書館利用状況１２月》

　●貸出総数　３，７９５冊

　●貸出人数　　 ５３０人

　●来館者数　　 ７６０人

　《ベスト・リーダー！１２月》

「天を灼く」　　　　　　あさのあつこ著

「料理通異聞　」　　　　松井今朝子　著

「五弁の秋花」　　　　　梶　よう子　著

「　流　鶯　」　　　　　佐伯　泰英　著

「継続捜査ゼミ」　　　　今野　　敏　著

【図書寄贈の御礼】
　三浦　美智子様（朝倉）　山崎　隆司様（出雲市）
　井上　由理様（出雲市）　有川　照子様（朝倉）
　　　　　　　ありがとうございました。

た
。

　

「
魂
」
と
い
う
言
葉
は
転
じ
て
「
玉
」
と
も
よ
ば
れ
、
そ
の
こ
と
か
ら
鏡

も
ち
は
「
年
神
の
玉
」
と
さ
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
転
じ
て
「
お
年
玉
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
手
に
入
れ
た
家
主
が
こ
の
カ
ケ
ラ
を

細
か
く
砕
い
て
半
紙
に
包
ん
で
、
身
内
や
使
用
人
に
分
け
与
え
た
の
が
「
お

年
玉
」
の
起
源
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
子
ど
も
た
ち
に

お
餅
を
配
っ
た
ら
、
ヒ
ン
シ
ュ
ク
を
買
う
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
一
年
図
書
館
を
大
い
に
利
用
し
て
、
知
識
を
多
く
酉
「
ト
リ
」
込
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

【
郷
土
史
コ
ー
ナ
ー
】

　

町
内
の
文
化
財
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
１
月
は
「
栄
泉
寺
の
仏
像
」
「
椛

谷
ダ
ム
」
「
亀
田
の
水
穴
」
な
ど
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。
２
月
は
、
「
三
ノ
瀬
城
跡
」

「
田
野
原
八
町
八
反
」「
星
坂
番
所
跡
」「
「
星

坂
弥
生
遺
跡
」
「
福
川
八
幡
宮
の
彫
刻
」

で
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
展
示
ご
紹
介
】

　

館
内
の
絵
本
コ
ー
ナ
ー
と
受
付
付
近
に

テ
ー
マ
展
示
を
し
て
い
ま
す
。
絵
本
コ
ー

ナ
ー
で
は
「
宮
沢
賢
治
・
新
美
南
吉
の
本
」

を
並
べ
、
受
付
付
近
で
は
「
若
い
人
に
お

す
す
め
の
本
」
「
芥
川
賞
・
直
木
賞
の
受

賞
作
品
」
を
並
べ
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
展
示
は
、
１
～
２
ヶ
月
く
ら
い

で
内
容
を
変
え
て
い
ま
す
が
、
よ
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
新

し
く
入
っ
た
本
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

[ お知らせ ]
２月は県立図書館の図書がいれかわりますので
ご利用ください。

【斎藤正美写真展のご案内】

期間：２月１５日（水）

　　　　　　～２８日（火）

場所：図書館　多目的室

プロフィール：広島県の教員

として長年勤務し退職後、郷

里の柿木村福川に在住。二科

展写真部、中国新聞社写真ク

ラブ所属。写真歴７年。

＊斎藤さんがこれまでに撮ら

れた秀逸作品を展示します。

ぜひご鑑賞下さい。
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保健福祉だより

　

足
や
足
の
爪
は
、
か
ら
だ
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
た
り
、
蹴
り
出
す
力
を
伝
え

た
り
と
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。
巻
爪
や
爪
の
変
形
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
で
足
に
痛
み
が
あ
る
と
、
動

く
の
が
嫌
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ

ね
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
動
く
機
会

が
減
り
、
筋
力
が
だ
ん
だ
ん
低
下
し
、

転
倒
し
や
す
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
足
や
爪
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
寝
た
き

り
の
原
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

家
の
中
で
過
ご
す
時
間
が
多
い
こ
の

季
節
を
活
か
し
て
、
ふ
だ
ん
私
た
ち
の

活
動
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
【
足
】
や

【
爪
】
に
、
じ
っ
く
り
と
向
き
合
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

『
元
気
な
今
か
ら
介
護
予
防
』

『
活
動
的
な
毎
日
は
足
元
の
健
康
か
ら

　
　
　

～
足
＆
爪
に
注
目
し
て
み
よ
う
！
～
』

足
の
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

そ
の
１

足
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う

　

石
鹸
を
よ
く
泡
立
て
て
、
足
の
指
や

爪
の
周
り
、
土
踏
ま
ず
、
か
か
と
な
ど
、

し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
。
洗
っ
た
あ

と
は
し
っ
か
り
石
鹸
を
流
し
、
水
分
が

残
ら
な
い
よ
う
丁
寧
に
拭
き
ま
し
ょ

う
。

　

お
風
呂
に
入
ら
な
い
日
は
、
足
浴
も

お
勧
め
で
す
。
体
中
が
ぽ
か
ぽ
か
に
温

ま
り
ま
す
よ
！

そ
の
２

正
し
い
爪
切
り
を

　
　
　
　

実
践
し
ま
し
ょ
う

準
備
す
る
も
の

●
よ
く
切
れ
る
爪
切
り
ま
た
は
ニ
ッ
パ
ー

●
爪
用
の
や
す
り

＊
ニ
ッ
パ
ー
の
場
合
、
刃
は
で
き
る
だ

　

け
直
線
の
も
の
が
お
勧
め
。

＊
や
す
り
は
、
爪
切
り
に
付
い
て
い
る

　

も
の
よ
り
、
目
の
細
か
い
専
用
や
す

　

り
が
お
勧
め

正
し
い
足
の
爪
切
り
方
法

①
水
平
に
カ
ッ
ト
す
る
（
第
１
段
階
）

②
両
角
を
カ
ッ
ト
す
る
（
第
２
段
階
）

③
爪
の
左
右
か
ら
中
央
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
ス
リ
を
か
け
る

そ
の
３

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
、
足
を
労
わ
ろ
う

　

足
の
裏
に
は
た
く
さ
ん
の
つ
ぼ
が
あ
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す

る
と
、
全
身
の
血
行
が
良
く
な
り
、
か
ら
だ
全
体
が

温
ま
る
た
め
、
冷
え
性
に
も
効
果
的
。
座
っ
て
テ
レ

ビ
を
観
な
が
ら
で
も
、
足
を
さ
す
っ
た
り
、
指
を
動

か
し
た
り
、
足
裏
を
刺
激
し
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

『一度に切らずに、2段階で切る』

『長さは、指先に平らなものを当てて、

爪が当たらないくらい』

（白い部分を 1ミリくらいは残す）

また爪が柔らかくなっているお風呂上

りに行うのがお勧め。

小指の爪は、もともと短いので切らず

に伸ばしておいても大丈夫です。

爪が硬くなりすぎていたり、変形して

自分では切れないときなどには、皮膚

科などで切ってもらいましょう。
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食育コーナー　親子で作ろう！我が家のみそ汁コンテスト　Part ２

　先月号では吉賀町内の全小中学校の児童生徒対象に夏休みに「親子で作ろう！我が家のみそ汁

コンテスト」の優秀賞に選ばれた方をご紹介しました。

　今回は「カミカミ部門」優秀賞の中から 2つレシピを紹介します。

『カミカミじる』

六日市小学校５年　江
えたに

谷　稟
りんく

空さん

保健福祉だより

江
えたに

谷稟
りんく

空さんから 感想・ポイント

カリカリ、コリコリの食材をたくさん考えま

した。

とてもかむのでかめばかむほど味が出てとて

もおいしかったです。

たけのこ　　　　　　５０g

きりぼしだいこん　　１０g

しいたけ　　　　　　３５g

ごぼう　　　　　　　５０g

にんじん　　　　　　５０g

油揚げ　　　　　　　１０g

ねぎ　　　　　　　　１５g

いりこ　　　　　　　１０g

昆布　　　　　　　　　５g

みそ　　　　　　　　５０g

材料（５人分）

①いりこと昆布でだしをとる。

②切り干し大根を水で戻す。

③ごぼうをささがきにして水につけてあくをとる。

④たけのこ、しいたけ、にんじん、油揚げ、ねぎを切る。

⑤沸騰しただし汁にねぎ以外を入れる。

⑥５分くらい煮たら火を止めてねぎを入れる。

⑦みそを入れて味を調える。

作　り　方

『カミカミやさいがたくさんみそしる』

朝倉小学校３年　渡
わたなべ

邊　徠
らい

さん

渡
わたなべ

邊徠
らい

さんから感想・ポイント

ごぼうはかみごたえをよくするため少し大き

く切りました。カルシウム補給に少し牛乳を

入れました。

野菜がシャキシャキしたことと牛乳を入れた

のでまろやかでおいしかったです。

えのき　　　　　　　５０g

ごぼう　　　　　　　５０g

たまねぎ　　　　　　５０g

なめこ　　　　　　　５０g

もやし　　　　　　　５０g

ねぎ　　　　　　　　１５g

牛乳　　　　　　　　２５ｍｌ

煮干し　　　　　　　１５g

みそ　　　　　　　　５０g

材料（５人分）

煮干しでだしをとる。

②材料は食べやすい大きさに切る。

③ごぼうとたまねぎをだしじるに入れてしばらく煮る。

④えのき、なめこ、もやしを入れて煮る。

⑤みそを入れる。

作　り　方



できごと・話題

　

12
月
３
日
、
４
日
に
熊
本
県
菊
池
市
に

お
い
て
第
18
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
全
国
お
よ
び
海
外
か
ら

約
５
６
０
０
点
の
米
が
出
品
さ
れ
、
一
次

審
査
、
二
次
審
査
を
経
て
、
総
合
部
門
な

ど
に
約
１
１
０
点
が
最
終
選
考
で
選
ば
れ

ま
し
た
。
町
内
か
ら
は
、
吉
賀
町
選
抜
と

し
て
出
品
し
た
16
点
の
中
か
ら
、
環
境
王

国
部
門
に
渡
辺
栄
治
さ
ん
が
選
ば
れ
、
特

別
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
最
終
審
査
に
残
っ
た
米
を
同

じ
条
件
で
炊
き
、
米
食
味
鑑
定
士
な
ど
30

人
の
審
査
員
が
食
べ
て
「
お
い
し
い
」
と

思
っ
た
も
の
を
１
点
選
び
ま
す
。
合
計
得

点
の
多
か
っ
た
も
の
が
金
賞
に
選
出
さ
れ

る
仕
組
み
で
す
。

　

吉
賀
町
で
は
、
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
よ
り
吉
賀
町

選
抜
と
し
て
大
会
へ
の
出
品
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
会
で
受
賞
す
る
こ
と
は

吉
賀
町
の
Ｐ
Ｒ
に
な
り
、
農
家
の
自
信
に

も
な
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
農
家
の
方
の

出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

受賞された渡辺栄治氏（左）

第
18
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

環
境
王
国
部
門
特
別
優
秀
賞
受
賞
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12
月
17
日
（
土
）
、
六
日
市
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
に
て
、
第
７
回
よ
し
か
立
志
塾

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
よ
し
か

立
志
塾
の
顧
問
で
、
明
星
大
学
教
授
で
あ

り
、
一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
関せ

き

満み
つ
ひ
ろ博

さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
「
元
気
の
出
る
話
」
と

題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

関
教
授
は
、
地
域
産
業
論
を
専
門
と
し
、

徹
底
し
た
「
現
場
主
義
」
に
よ
り
、
国
内

は
も
と
よ
り
東
ア
ジ
ア
を
舞
台
に
研
究
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
全
国

各
地
に
経
営
者
塾
を
立
ち
上
げ
若
手
経
営

者
の
育
成
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
産
業
復
興
に
も
尽
力
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
講
演
で
は
、
中
山
間
地
域
の

企
業
の
あ
り
方
や
将
来
像
に
つ
い
て
、
吉

賀
町
に
近
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
森

林
再
生
や
廃
止
さ
れ
た
公
共
施
設
を
利
用

あ
す
の
「
よ
し
か
経
済
」
を
担
う

第
３
期
よ
し
か
立
志
塾
第
７
回
講
座
！

し
た
地
域
振
興
の
事
例
を
紹
介
。

　

岡
山
県
真
庭
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に

よ
る
森
林
活
用
事
業
に
つ
い
て
話
し
、
山

の
手
入
れ
が
出
来
た
こ
と
に
加
え
、
新
産

業
の
創
出
や
雇
用
の
増
加
に
繋
が
り
、
一

石
何
鳥
に
も
な
り
、
眠
っ
て
い
る
資
源
を

生
か
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
田
県
五
城
目
町
で
は
、
廃
校

と
な
っ
た
小
学
校
を
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ル
ー
ム
と
し
て
活
用
し
、
首
都
圏
か
ら

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
進
出
や
起
業
が

続
出
し
た
事
例
を
紹
介
し
、
事
業
の
成
功

に
は
積
極
的
な
情
報
発
信
と
キ
ー
マ
ン
が

必
要
で
あ
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
、
参
加
者
全
員
で
意
見

交
換
を
行
い
、
吉
賀
町
の
地
域
資
源
を
活

用
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
な
ど
、
資
源

の
再
発
見
と
そ
れ
を
生
か
す
為
の
手
段
に

つ
い
て
、
塾
生
か
ら
活
発
な
意
見
が
あ
り
、

お
互
い
が
刺
激
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

キーワード 　

よ
し
か
立
志
塾
は
、
明
日
の
ま
ち

を
支
え
る
経
済
人
の
志
の
高
揚
と
、

講
師
陣
や
塾
生
同
士
の
交
流
か
ら
生

ま
れ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
、
第
３
期
生
（
平
成

28
年
・
29
年
度
）
の
２
年
間
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
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新
春
恒
例
の
吉
賀
町
消
防
出
初
式
が
町

民
六
日
市
体
育
館
を
会
場
に
１
月
８
日

（
日
）
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
10
分
、
消
防
団
員
１
７
８
名
、

消
防
車
両
22
台
が
集
合
し
、
団
行
事
で
は

新
入
団
員
の
紹
介
、
訓
練
は
通
常
点
検
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
前
９
時
半
か
ら
、
女
性
団
員

に
よ
る
活
動
事
例
発
表
か
ら
は
じ
ま
り
、

町
内
外
か
ら
来
賓
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜

り
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
管
理

者
の
式
辞
、
ご
来
賓
各
位
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
後
、
各
種
表
彰
の
披
露
・
伝
達

等
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
２
月
に
発

生
し
た
立
河
内
建
物
火
災
の
際
に
家
人
を

屋
外
に
避
難
さ
せ
通
報
を
行
っ
た
３
名
の

方
の
特
別
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
恒
例
の
一
斉
放
水
が
お
こ
な
わ
れ
、
団

員
の
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

平
成
29
年
吉
賀
町
消
防
出
初
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
８
日
に
挙
行

　

12
月
20
日
（
火
）
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

日
は
み
ん
な
で
持
ち
寄
り
を
し
た
ト
ッ
ピ

ン
グ
を
使
っ
て
昼
食
に
ピ
ザ
を
作
り
、
参

加
者
で
食
べ
ま
し
た
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
食
後
に
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
と
ト
ナ
カ
イ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

持
っ
て
来
て
、
一
人
一
人
に
手
渡
し
て
く

れ
ま
し
た
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
登
場
に

び
っ
く
り
し
て
泣
い
て
し
ま
っ
た
お
子
さ

ん
も
い
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

子
育
て
交
流
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
つ
い
て

し
っ
か
り
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

　

同
世
代
の
お

子
さ
ん
が
い
る

保
護
者
同
士
、

育
児
や
趣
味
に

つ
い
て
話
が
盛

り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
親
子

で
た
く
さ
ん
の

人
と
交
流
が
持

て
た
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
表
彰
等
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
、
階
級
は
省

略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

◎
吉
賀
町
長
表
彰

（
平
成
29
年
１
月
８
日
付
）

●
勤
続
章

　

第
１
分
団
１
部　

谷
口　

明

　

第
１
分
団
３
部　

杉
山　

豪

　

第
６
分
団
１
部　

三
井　

千
明

●
表
彰
章

　

本
部
分
団　
　
　

澄
川　

麻
弥

　

本
部
分
団　
　
　

齋
藤　

愛
子

　

本
部
分
団　
　
　

佐
々
木
知
美

　

本
部
分
団　
　
　

坪
井　

咲

　

本
部
分
団　
　
　

齋
藤　

清
香

　

第
１
分
団
３
部　

田
中　

聖
太

　

第
６
分
団
１
部　

齋
藤　

忠
正

　

第
８
分
団　
　
　

村
上　

雅
也

　

第
８
分
団　
　
　

笠
江　

竜
介

　

第
８
分
団　
　
　

竹
原　

和
志

◎
吉
賀
町
長
感
謝
状

　

吉
賀
町
六
日
市

　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
下　

千
鶴　

様

　

吉
賀
町
朝
倉

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村　

睦
子　

様

　

吉
賀
町
田
野
原

　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤　

景
子　

様

　

吉
賀
町
柿
木
村
白
谷

　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

公
子　

様

　

吉
賀
町
柿
木
村
大
野
原

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

律
子　

様

◎
吉
賀
町
長
特
別
賞

　
　
　
　
　
　
　
　

宗
本　

優　
　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

山
根　

勇
二　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

市
川　

智
之　

様



文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
俳
句
》

林
檎
食
み
藤
村
近
く
な
り
に
け
り　
　
　
　

青
木　

道
子

忙
し
さ
の
日
々
の
明
け
暮
れ
竜
の
玉　
　
　

齋
藤
ル
リ
子

身
に
泌
む
や
香
月
泰
男
の
絵
に
見
入
り　
　

齋
藤
ツ
ル
子

茸
生
ふ
コ
ト
コ
ト
と
音
楽
を　
　
　
　
　
　

大
場　

博
明

綿
虫
の
命
も
い
の
ち
夕
近
し　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

冬
星
や
あ
の
点
滅
は
最
終
便　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

小
春
日
や
呆
け
し
母
の
白
き
指　
　
　
　
　

吉
崎　

清
子

び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
と
独
楽
回
す
子
ら
暖
炉
燃
ゆ　

村
田　

綾
美

柚
子
釜
や
ち
ち
は
は
の
声
遠
く
よ
り　
　
　

河
野　

由
希

八
十
年
の
追
憶

沖
永　

愛
子

　

お
正
月
前
に
な
る
と
、
乾
燥
カ
ズ
ノ
コ
が
バ
ケ
ツ
山
盛

り
で
土
間
の
隅
に
座
っ
た
。
母
は
食
べ
量
だ
け
を
米
の
磨

ぎ
汁
に
浸
し
戻
し
て
は
使
っ
て
い
た
様
だ
っ
た
。
其
の
カ

ズ
ノ
コ
の
歯
切
れ
、
味
は
天
下
一
品
で
今
の
物
な
ど
側
に

も
寄
れ
ま
せ
ん
、
又
、
松
茸
も
筵
干
し
す
る
程
穫
れ
て
、

濡
れ
紙
に
包
み
イ
ロ
リ
の
灰
の
中
で
焼
い
て
下
れ
る
味

は
、
今
の
ど
ん
な
調
理
法
で
も
、
か
な
い
ま
せ
ん
。

　

戦
時
に
入
っ
て
も
川
魚
は
素
知
ら
ぬ
顔
、
父
が
仕
事
の

合
間
に
ケ
カ
ケ
網
で
捕
る
鮎
は
竹
ぐ
し
に
刺
し
て
囲
炉
裏

火
で
干
し
た
、
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
し
た
鮎
は
二
斗
入
り
紙

袋
二
つ
も
天
上
か
ら
吊
る
し
て
あ
り
ま
し
た
ね
。
訪
れ
る

人
の
お
み
や
げ
、
お
弁
当
に
と
、
大
事
な
食
糧
源
だ
っ
た

様
で
す
。
た
ま
に
、
１
ｍ
以
上
の
マ
ス
が
捕
れ
た
時
は
、

地
獄
耳
、
父
の
友
人
が
三
三
五
五
と
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
、

一
升
瓶
の
底
に
残
っ
た
酒
を
ぶ
ら
下
げ
た
り
、
懐
に
大
根

を
隠
し
た
り
、
野
菜
を
振
り
分
け
に
担
い
だ
り
の
戯
け
姿

で
…
そ
ん
な
夜
は
、
公
職
に
有
る
方
の
素
っ
裸
踊
り
に
笑

い
転
げ
、
隠
し
芸
に
目
を
見
張
り
、
又
、
平
素
見
ら
れ
ぬ

父
の
高
笑
い
が
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
、
そ
し
て
母
の
料
っ

た
マ
ス
飯
の
お
い
し
か
っ
た
こ
と
。

　

ム
シ
ロ
十
畳
敷
、
囲
炉
裏
部
屋
時
代
の
お
話
で
す
。

　

凍
え
て
こ
そ
分
る
暖
か
さ
を
、
思
い
出
の
中
、
今
の
平

和
に
感
じ
ま
す
。 寄

稿
コ
ー
ナ
ー

　

《
短
歌
》

紅
葉
も
落
葉
と
な
り
て
風
に
乗
り

　
　

師
走
の
道
を
行
き
つ
戻
り
つ　
　
　
　

佐
々
田　

登

平
穏
な
正
月
迎
え
あ
り
が
た
く

　
　

し
み
じ
み
と
見
る
里
の
家
　々
　
　
　

川
口　

敦
子

果
て
し
な
き
宇
宙
に
浮
か
び
巡
る
星

　
　

青
き
地
球
に
八
十
路
を
生
き
る　
　
　

角
河　

淑
子

朝
焼
け
の
雲
の
流
れ
は
速
け
れ
ど

　
　

歳
晩
の
街
い
ま
だ
静
け
し　
　
　
　
　

村
上　

勝
史
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１
月
２
日
、
吉
賀
町
サ
ッ
カ
ー
連
盟
主

催
の
初
蹴
り
が
真
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
【
よ
し

か
み
ら
い
】
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
気
温
が
低
く
雨
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、
多
数
の
帰
省
者
、
サ
ッ
カ
ー
愛

好
者
約
80
名
が
集
ま
り
、
新
春
を
飾
り
ま

し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
、
知
人
と
一
緒

に
汗
を
流
し
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

今
年
も
こ
の
真
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
【
よ
し

か
み
ら
い
】
を
中
心
に
様
々
な
活
動
、
大

会
、
催
し
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
会

場
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

サ
ッ
カ
ー
連
盟
主
催

　
　
　
　

２
０
１
７
初
蹴
り　

開
催



ちょうみんひろば

　

《
川
柳
》

笑
顔
出
て
聞
く
に
聞
か
れ
ぬ
名
前
出
ぬ　
　

岩
上　

武
史

く
る
ま
事
故
聞
け
ば
大
概
高
齢
者　
　
　
　

大
場　

博
明

子
供
の
頃
云
う
事
を
聴
か
ぬ
と
よ
そ
に
や
る　

大
庭　

寛

名
場
面
聴
き
入
る
と
す
ぐ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル　

角
河　

淑
子

聞
き
違
い
勝
手
な
返
事
で
大
違
い　
　
　
　

安
永　

藤
子

何
事
も
聞
く
耳
持
た
ぬ
き
北
の
人　
　
　
　

水
上　

健
二

耳
悪
く
他ひ

と人
の
話
を
聞
き
も
ら
す　
　
　
　

皆
田　

卓
宣

笑
顔
見
せ
聞
き
役
と
な
る
介
護
の
日　
　
　

田
村　

民
子

講
演
を
真
面
目
に
聴
い
た
半
分
は　
　
　
　

澤　

三
智
代

法
を
聞
く
不
平
不
満
に
ヒ
マ
や
っ
て　
　
　

長
藤　

忠
夫

お
聴
聞
む
つ
か
し
け
れ
ば
眠
さ
く
る　
　
　

増
田
ム
ナ
コ

山
々
が
上
か
ら
下
ま
で
紅
葉
す　
　
　
　
　

斉
藤　

良
子

あ
の
人
は
聞
き
上
手
で
話
し
過
ぎ　
　
　
　

大
庭　

和
子

喧
騒
の
街
よ
り
馴
染
む
里
山
が　
　
　
　
　

寺
戸
美
嵯
子

欲
し
い
物
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
な
ぜ
わ
か
る
の　

村
上　

毅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
12
月
届
出
）

　
　

末
廣　

君
江　
　

さ
ん　

82
歳　
　
　

蔵
木

　
　

七
五
三　

勝
巳　

さ
ん　

83
歳　
　
　

七
日
市

　
　

田
原　

サ
カ
ヨ　

さ
ん　

95
歳　
　
　

大
野
原

　
　

谷
㞍　

好
恵　
　

さ
ん　

90
歳　
　
　

幸
地

　
　

末
廣　

チ
カ
ヨ　

さ
ん　

97
歳　
　
　

蔵
木

　
　

小
林　

定
子　
　

さ
ん　

79
歳　
　
　

柿
木

　
　

植
田　
　

子　
　

さ
ん　

87
歳　
　
　

蓼
野

　
　

石
原　

義
道　
　

さ
ん　

64
歳　
　
　

七
日
市

　
　

溢
元　

美
代
子　

さ
ん　

84
歳　
　
　

木
部
谷

　
　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
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【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
よ
し
か
１
月
号
№
１
３
５
の
中
で
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
21
頁　

ち
ょ
う
み
ん
ひ
ろ
ば　

文
芸
コ
ー
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月 日土金火 木水

6 ：00 

●ニュースサンネット

5

6 ：00 

　山陰ケーブルビ

　ジョン開局30　

　周年記念特別番

　組「辛坊治郎の

　激辛！！地方創

　生委員会」（3

　時間毎）

2

6 ：00 

●ニュースサンネット

12

6 ：00 

●ニュースサンネット

11

6 ：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.5

10

6：00 

●中山間地域事例紹

　介番組「中山間地

　域で安心して暮ら

　し続けていくため

　に」～始まってい

　ます  小さな拠点

　づくり～

9

6：00 

●グラントワチャン

　ネル 2月号

8

6：00 

●隠岐★ドキ！ 

　あまチャンネル 

　vol.11

7

6 ：00 

　プロフェッショナ

　ル人材戦略拠点セ

　ミナー「いい会社

　づくりとヒト力」

　（3時間毎）

6

6 ：00 

●ニュースサンネット 

19

6 ：00 

●ニュースサンネット 

18

6：00 

●情報ネットしまね 

　2月号

17

6 ：00 

　きょうの健康（3

　時間毎）

16

6：00 

●快傑！?石見ふし

　ぎ探偵社＃66

15

6 ：00

●LOOKING FOR 

　アクアス1月号 

 

7：00 

●釣り天国！石見 

　1月号

14

6 ：00  

●ニュースサンネッ

　ト 月間総集編 

　1月放送分 

　（3時間毎）

13

6 ：00 

●ニュースサンネット

26

6 ：00 

●ニュースサンネット

25

6 ：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.5

24

6：00 

●ますますおいしい 

　2月放送分

23

12：00 

●グラントワチャン

　ネル 2月号 

 

【放送時間未定】 

「竹島の日」記念  

　式典（生中継）

22

6：00 

●隠岐★ドキ！ 

　あまチャンネル 

　vol.11

21

6：00 

   美しい森林づくり 

　講演会 第4回（3

　時間毎）

20

6 ：00

●LOOKING FOR 

　アクアス2月号 

 

7：00 

●釣り天国！石見 

　2月号

28

6：00 

●特殊詐欺被害防止

　番組「名前を貸し

　てください」は詐

　欺！～被害に遭わ

　ないために～

27

 

平日　8：30～17：15 

（土・日・祝はお休みです） 

 

緊急連絡先 

セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

ケーブルセンター窓口受付時間

8：00 

　吉賀町議会 

　2日目午前 

 

12：00 

●快傑！?石見ふし

　ぎ探偵社＃66

1

今月のオススメ番組

222

再

再

再

6：00 

●情報ネットしまね 

　1月号

3

6 ：00 

●ニュースサンネット

4

再再

再

再

特

特

特

まちかどメッセージ募集中！

再特

新型ＳＴＢ登場 !

2017
サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送　  　…再放送　　…特別番組再 特

※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

島根県内の中山間地域では、高齢化の進行により人手不

足が深刻化し、買い物や通院など日常生活に必要な機能

の確保が難しくなる集落が増えています。番組では中山

間地域の問題対策に乗り出した地域の取り組みについて

紹介します。

　サンネットにちはらでは、鹿足郡内の四

季折々の風景を番組が放送されていない時

間帯にデータ放送とともにお送りしていま

す。

　みなさんのお住まいの地域で放送してほ

しい景色・風景などありましたらぜひサン

ネットにちはらまでお寄せください。

サンネットにちはらから録画機能付きSTBが

登場！簡単操作でSTB本体に番組を録画でき

ます！詳しくはサンネットにちはらまで！

中山間地域事例紹介番組 

「中山間地域で安心して暮らし続けていくために」～始まっています  小さな拠点づくり～


